奥羽大学歯学部　平成22年度 I.C.T.Iにおけるアンケート by 松山 仁昭 et al.
奥羽大学 歯学部 平成22年度I.C.T.Iにおけ るア ンケー ト











the　responses　given　in　a　free　description　manner.The results were automatically ag-
gregated using Google Document available onthe Internet.
All of the subjects had used a computer prior to entering the university,with 94% at
the subjects inan environment where they could use it every day.The major purpose of
computer use by the subjects was to access information the Internet(94%).Most had
learned computer skills atschool,and only a few(3%)had not,Many of the students
(83%)noted concern about their lack of computer knowledge.After completing the full-
year course,53% at the students used their obtained knowledge on a daily basis and
53% also noted that it was significant to own their own computer.However,even after
the course,83% of them felt uneasy regarding their lack of knowledge and 6% were dis-
satisfied with the contents of the classes.A significantly large number of students ex-
pressed interest inimage processing(39%)and many stated that it was necessary for
dentists obe proficient i  presentation skills(44%).
The results showed that the students felt hat they lacked sufficient k owledge
even after completing I.C.T.I,that they were interested ina task that they had not
studied uring the course,and that they regarded presentation skills as important.
These findings may necessitate improvement of the coursework without causing an
adverse ffect onbeginners.
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I.C.T.I授業 の 内 容
1.コ ンピュー タの基礎操作(授 業 回数4回)
コ ンピュー タに慣 れてい ない初 心者 に も理解 が
で きるよ うに コンピュー タの起動,ウ イ ン ドウの
操作,フ ォル ダの管理,フ ァイル の管理 文字入
力 を順 に指導 を行 った。本授業 では イン ター ネ ッ
ト接続 を前提 として いるため,ウ イル ス対策 を指
導 して,各 種 ネ ッ トの脅威 に対応 で きる基礎 を授
業 した。
2.ワ ー ドプロセ ッサ ソフ ト(授 業 回数5回)
アプ リケー シ ョンソ フ トと してWord2010(日
本 マ イ クロ ソフ ト,東 京)を 用 いた。Wordの基
本 操作,文 書 作成,文 書 デザ イ ン とレイ ア ウ ト,
書式 設定,オ ブジェ ク トの設定,図 の応 用,名 刺
ラベル の作成,表 の作成 につ いて授 業 を行 った。
一般 的な文書 を作成 で きることを 目標 と した。
3.表 計算(授 業 回数5回)
アプ リケー シ ョンソフ トとしてExcel2010(日
本 マ イク ロソ フ ト,東 京)を 用い た。Excelの基
本操 作,表 の作成,罫 線 の設 定,計 算式 の 入力,
関数 の応 用,グ ラフの作成 につ いて授 業 を行 った。
デ ータの整 理 と検 索 ソフ トを操作 して,表 および
グ ラフを作成 で きる ことを 目標 と した。
4.プ レゼ ンテー シ ョン(授 業回数5回 ,発 表
2回)
アプ リケーシ ョンソフ トとしてPowerPoint2010
(日本マ イクロソフ ト,東京)を用 いた。PowerPoint
の基本 操作,ス ライ ドの作 成,ス ライ ドのデザ イ
ン,ス ライ ドの編 集,オ ブ ジェク トの応用,ア ニ
メーシ ョンの応用,プ レゼ ンテ ーシ ョンの実 際に
つい て授 業 を行 った。 プ レゼ ンテー シ ョン用 ス ラ
イ ドを作成 で きる ことを 目標 と した。
5.画 像処 理 ソ フ ト(授 業 回数6回)
アプ リケー シ ョン ソフ トと してFreeソフ トの
GIMP(ver.2.6.7)を用 い た。GIMPの 概 略 説 明
と イ ンス トール 指 導,GIMPの 機 能 と操 作,画
像加工 につ いて授業 を行 った。 画像の製作 と加工
が で きること を目標 とした。
6.問 題作成(授 業 回数3回)
問題作成 の フ ォーマ ッ トに従 い,現 在,第 一 学
年で学習 して い る科 目か ら課題 を抽 出,提 示 した。
I.C.Tとは情 報 ・通 信 の 技 術 の 総 称 で あ り,
I.T.と同 様 の 意 味 で 広 く 用 い ら れ て い る。
I.C.T.(Information andCommunication
Technology)は,I.T.(Information Technology)
の情報 に加 えて コ ミュニケー シ ョンが追 加 され て
お り,ネ ッ トワー ク通信 によ る情報 ・知 識の共有
が含 まれ てい る。
すべて の分野 において情報化 は顕著で あ り,歯
学教育 において も例 外で はな くなってい る。 歯学
教 育 で は 共 用 試 験CBTの 導 入 や 診 療 の コ ン
ピュー タ化 に ともない,歯 学生 にコ ンピュー タを
操作 で きる基礎 的能力 が必須 と されてい る1)。
奥 羽大学 では歯学教育 の変化 に対応 す るために,
I.C.T.(情報 コ ミュニケ ーシ ョン技術)Iが 平成20
年度 か ら歯学部 第1学 年 の授業 と して導入 された。
I.C.T.Iでは,コ ンピュ ー タの基 本操 作 の習熟 と
ワー ドプ ロセ ッサ,表 計算,プ レゼ ンテ ーシ ョン,
問題作成 について も習 得す る。
より良 い授 業 を目指 して,担 当教員 によ る検討
を重ねて きた。更 に改善 を行 うため には,受 講学
生 の授 業 に対 す る意見 を確 認す る必要が ある と考
えられ た。 そ こで平成22年度 にI.C.T.Iを受 講 し
た歯学 部1年 生 に対 しア ンケー ト調査 を実施 した。
I.C.T.I授業の概 要
I.C.T.Iでは基本 的 な コ ンピュー タの操作 を習
得 し,ワ ー ドプロセ ッサ によ る文章 の作成,表 計
算 ソフ トによ る表 とグ ラフの作成,プ レゼ ンテー
シ ョンソフ トに よるス ライ ド作成 ,画 像処 理 ソフ
トによる画像加 工 を習 得す る。 また,演 習 で は学
生 自 ら作 問 を行 った。I.C.T.Iは本 学 中央棟6階
の有線LAN施 設 を持つ教 室で 行われ,学 生 が い
つで もイン ター ネ ッ トに接続で きる環境で授 業 を
行 った。 教材 の コ ンピュ ー タは ノー ト型 で,OS
はWindows7(日本マ イクロ ソフ ト,東 京)に 統
一 した。授 業 は通 年 で 行 わ れ,授 業 回 数 は前 期
60分を15回,後 期60分 を15回で あ り,プ レゼ ン
テ ー シ ョン発表 を別 枠 の授 業 と して60分を2回
行った。担当教員 は3名 で あった。
生の 自由な意見 を集め られ るように配慮 した。大
学入 学前,現 在 の状 況,I.C.T.Iの授業 内容 につ
いて質 問 を行 った。
ア ンケー ト集計 はGoogle Documentを利用 し
て 行 い,イ ン ター ネ ッ ト上 か らア ンケ ー トweb
サ イ トに個人 ご とに ア クセス して,回 答 を行 い,
自動 集計 を行 った。 ア ンケ ー トはすべて の授 業が
終 了 した後 に行った。
大学入学 以前で は,全 員 がコ ンピュー タの使用
経験 が あ り,そ の 多 くが コ ンピュータ を使 用で き
る環境 にあ った(図1)。 また,コ ン ピュー タ使
用 の主 目的 は イ ン ター ネ ッ トで あ った(図2)。
入学以前 に コ ンピュ ータの授 業 を受 けてお り,学
んで いない学生 は少 数で あった(図3)。 しか し,
多 くがコ ンピュー タの基礎知 識 に不安 を感 じてい
た(図4)。
授 業 を一 年 間 受 け た後 で は,日 常 的 に コ ン
ピュー タを使用 してい る者 が増加 し,利 用 してい












































説,紹 介 した多くのプレゼンテーションスライ ド










他 の授業に連携 されていない問題点 も明 らかに
なっている。画像処理についてはI.C.T.Iで細か
く指導を行い,授 業内容 も学生 に支持 されている
が,現 在の ところI.C.T.Ⅱ,I.C.T,Ⅲでは習得 し
た画像処理の技術 を活用で きる学習項 目はない。
また,I.C.T.各教科における共通の問題点として






























義を感 じるようになっていた。 しか し,I.C.T.I
の授業 を一年間受けて もコンピュータの知識に不
安を感 じているものが多かった。コンピュータの
基礎操作とアプ リケーシ ョン操作の知識は増 えた






由は,授 業の進行スピー ド改善や詳 しい技術の習
得であった。コンピュータ技術に対するスキルの
高い学生にとって,授 業の レベルが低すぎて,不









行ったため,記 憶 に新 しかったとも考えられ る。
画像処理は初めて学習する学生が多く,今 までに
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